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巻頭言 0̂ 家計部門の在庫圧縮
北陸銀行頭取 高木繁雄

○

解説 4 【日本の「国際会計戦略」を考える(13)】
IFRSに強まる不協和音一ガラス細工の国際会計基準(中 )
神奈川大学 経済学部教授 田中 弘

■凶ロロ

経済人 「O インフルエンザ・ リスク過敏反応症候謂
龍谷大学経済学部教授 竹中正治

照一隅 ア1定額給付金の行方 ―湖

解説 12 日経平均、夏場:こかけ¬万円超ヘー市場予測(株式)
メリルリンチ・ストラテジスト 菊地正俊

News Eye 16 株安と不良債権で連絡純損失2569億円
統合後初の赤字一三菱UFJの09年3月期決算

藤原作弥のカラム・コラム 1ア 速水さんのこと(補遺)
○

経済論説読みある記 181霞が関の『焼け太り」を警戒
1 時事総研客員研究員 中山恒彦

ランドスタンド 201激しさ増す選手争奪戦 スポーツジャーナリスト 谷口源太郎

探針(Probe) 211麻生政権の乏しい危機意識

異聞遠聞 221過激化する『ワイン・ テロリズム』

News Eye 23 注意要する世界経済回復後の変化
小島三菱商事社長、監査役協会全国会議で講演

経済・先読み[NDEX 24 【ケース・シラー米住宅価格指数先物】

下落で楽観ムードに冷や水
M∪投資顧問シエアストラテジスト 森川 央

1産業革新機構(11)マカオ(17)インドネシア(20)キーパーソン

本誌掲載記事・写真などの無断複写、複製、転載を禁じます。
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

・リ
ス
ク
過
敏
反
応
症
候
群
？

豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
、
世
界
中
大
騒

ぎ
で
あ
る
ｃ
こ
れ
ま
で
人
間
に
は
感
染
し

な
か
っ
た
豚
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
人
に

感
染
し
、
し
か
も
人
か
ら
人

へ
感
染
す
る

ウ
イ
ル
ス
に
変
異
し
た
新
型
ら
し
い
と
い

う
こ
と
で
、
そ
の
感
染
力
、
感
染
し
た
場

合
の
死
亡
率
な
ど
当
初
は
未
知
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
世
界
的
な
大
流
行

（パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
）
の
危
険
性
を
想
定
し
た
対
処
が
、

疫
学
的
に
必
要
な
処
置
で
あ
っ
た
こ
と
は

確
か
だ
。

し
か
し
、
当
初
メ
キ
シ
ョ
で
「
１
０
０
０

人
感
染
し
、
１
０
０
人
死
亡
」
、

つ
ま
り

死
亡
率
１０
％
と
報
道
さ
れ
た
こ
と
が
誤
り

で
あ
り
、
感
染
力
も
死
亡
率
も
通
常
の
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
あ
ま
り
違
わ
な

い
事
情
が
明
ら
か
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

マ
ス
コ
ミ
や
世
間
の
大

撮
だ
い
続
ヽ
、　
‐街

‥‐ま
マ
ス
ク
を
ｔ
く
「
巧
¨

龍
谷
大
学
経
済
学
部
教
授

竹
中
正
治

人
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
も
は
や
「イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ

・
リ
ス
ク
過
敏
反
応
症
候

群
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
現
象
で
は
な
か
ろ

う
か
。
世
界
保
健
機
関

（Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
報
告
に

よ
る
と
、
５
月
２１
日
時
点
で
確
認
さ
れ
た

豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
者
数
は
世
界

で
１
万
１
０
３
４
人
。
う
ち
死
亡
者
数
が

８５
人

（
こ
の
う
ち
メ
キ
シ
ョ
が
７５
人
）
で

あ
る
。
一
方
で
、
米
Ｃ
Ｎ
Ｎ
テ
レ
ビ
の
報
道
（４

月
３０
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
モ
ン
テ
フ
イ

オ
ー
レ
医
療
セ
ン
タ
ー
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
・

キ
ュ
リ
ー
博
士
）
に
よ
る
と
、
米
国
で
は

通
常
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
年
間

平
均
３
万
６
０
０
０
人
が
死
亡
し
て
い
る

そ
う
だ
。
日
本
で
も
年
間
数
百
人
が
死
ん

で
い
る
ｃ
死
亡
す
る
人
の
多
く
は
、
抵
抗

力
の
弱
く
な
っ
た
高
齢
者
な
ど
で
あ
る
。
　

　

に
極
め
て
低
い
チ
ャ
ン
ス
で
割
に
合
わ
な

B
Ｒ
口・
「Ｌ

（牛

綿

状

同
様
の
過
剰
反
応
が
あ
っ
た
。
日
本
で
初

め
て
Ｂ
Ｓ
Ｅ
に
感
染
し
た
牛
が
発
見
さ
れ

た
と
報
じ
ら
れ
た
時
、
ス
ー
パ
ー
で
牛
肉

が
売
れ
な
く
な
り
、
焼
肉
屋
で
は
閑
古
鳥

が
鳴
い
た
。
「騒
ぎ
過
ぎ
だ
」
と
感
じ
た

筆
者
は
、
元
来
天
の
邪
鬼
の
た
め

「今
こ

そ
焼
肉
屋
に
行
く
ぞ
！
」
と
言
っ
て
部
下

を
連
れ
、
何
日
も
前
か
ら
予
約
し
な
い
と

入
れ
な
い
、
と
当
時
い
わ
れ
て
い
た
超
人

気
の
焼
肉
店
で
、
宴
会
を
楽
し
ん
だ
。

近
年
盛
ん
に
な
っ
た
行
動
経
済
学

（行

動
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
）
の
研
究
は
、
人
間
の

さ
ま
ざ
ま
な
認
知
上
、
選
択
上
の
バ
イ
ア

ス

（歪
み
、
合
理
性
か
ら
の
乖
離
）
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
極

め
て
そ
の
実
現
可
能
性
が
低
い
場
合
は
、

人
間
は
危
険

（損
失
の
可
能
性
）
に
対
し

て
必
要
以
上
に
回
避
的
に
な
り
、
逆
に
利

得
の
可
能
性
に
対
し
て
は
非
合
理
的
な
選

好
を
示
す
。

例
え
ば
、
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
い
リ
ス

ク
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
報

道
で
牛
肉
を
避
け
る
。
同
様
に
、
確
率
的

が
絶
え
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
こ
う
し
た
バ

イ
ア
ス
に
基
づ
く
行
動
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
認
知
上
の
バ
イ
ア

ス
は
社
会

・
組
織
的
な
バ
イ
ア
ス
に
よ
っ

て
し
ば
し
ば
増
幅
さ
れ
る
、
と
筆
者
は
思

う
。
今
回
の
豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
危
険

性
が
季
節
性
の
通
常
型
と
大
差
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず

「世
間
が
こ
れ
だ
け
大
騒
ぎ

を
し
て
い
る
の
に
対
策
を
講
じ
な
か
っ
た

の
か
」
と
非
難
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
ど

の
組
織
も

「万
全
の
対
策
」
を
取
る
こ
と

に
追
わ
れ
る
。

豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
わ
る
政
府

関
係
者
や
学
校
の
教
師
な
ど
に
関
す
る
報

道
を
見
る
と
、
世
間
や
メ
デ
ィ
ア
の
関
心

が
高
じ
て

「万
全
の
対
策
を
取
ら
な
く
て

は
な
ら
な
い
」
と
い
う
過
度
な
緊
張
を
強

い
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の

一
方
で
、

通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
っ
て
亡
く

な
っ
て
い
く
多
く
の
人
に
は
、
ほ
と
ん
ど

何
の
関
心
も
払
わ
れ
な
い
。
誠
に
奇
妙
な

こ
と
だ
ｃ

の
時
も
、
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